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■関連する主な事業 （単位：千円）

太字：主要事業

②
団体支援事業
（商工業振興事業）

11,155 コロナ禍の影響により亀山大市など中止となった事業もあったが、４団体が行う
事業へ補助金を交付し、地域商業の振興及び安定に寄与できた。11,092

③
一般事業
（商工業振興事業）

6,918 商工会議所と連携し、小規模事業者への延べ6社12回の個別経営相談の実
施や、39件の経営改善資金利子補給金の交付等、専門家派遣や資金繰り支
援制度等に努めることができた。2,865

④ 創業等支援事業
5,700 創業セミナーや空き店舗等活用支援補助金は、創業者等に有効活用され、に

ぎわいのある商業地域の形成に寄与できた。資金繰り支援については、創業者
の負担軽減と経営の安定を図ることができた。3,994

③ 亀山ブランド推進事業
4,600 新たな亀山ブランドの認定や亀山ブランドフォロワーの新設、亀山茶ペットボトル

の復活など更なる取組を展開したことにより、シビックプライドの醸成や市のブラ
ンド力の向上につながった。4,260

③
キャッシュレス決済機器導入支
援事業

5,000 交付件数は計画１００件に対し７４件となったが、交付金額が2,869,000円で交
付率57.8％となり、キャッシュレス決済を導入する市内事業者が増えることでデ
ジタル化を推進することができた。2,869

③
エネルギー価格高騰対策中小
企業者等支援事業

54,660 助成金交付件数の計画値360件に対し実績値269件であったが、エネルギー
価格高騰の影響を受けた市内事業者に対して助成金を交付したことで、経済
的な負担軽減及び経営の安定化を図ることができた。36,213
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③
亀山プレミアム付商品券事業
（Ver.2）

346,500 カード型商品券の使いにくさなど課題も残ったが、商品券だけで約７億8,500万
円の消費があり、事業者支援と地域経済の循環への効果は大きく、キャッシュ
レス決済によるデジタル化の推進にも寄与できた。337,908

目指す姿 市内事業者が、地域に根ざし活発な経営を行っています。

関連する分野別計画

基本施策に関連する
ＳＤＧｓのゴール

ＳＤＧｓ推進の考察

新型コロナウイルス感染症やエネルギーなどの価格高騰による影響を受ける事業者に対し、プレミアム付デジタル
商品券事業やエネルギー価格高騰対策事業の実施により、事業者の負担軽減と地域経済の循環に寄与したこと
で、産業と技術革新の基盤となる中小企業や個人事業者の経営安定を図った。また、商工会議所との連携によ
り、市内での創業を促したことで、地域に根ざした商工業の活性化を図り、持続可能なまちづくりに寄与した。

令和４年度 施策評価シート

施策の大綱 ３．交通拠点性を生かした都市活力の向上 評価担当者

基本施策 （２） 地域に根ざした商工業の活性化 産業環境部長　富田　真左哉
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■市民アンケート調査

■施策推進　[施策の方向]

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

施策の方向 施策推進に関する考察

にぎわいのある商業地域の形成

多様な主体による一体的な商工業活
性化の促進

事業者の経営安定化と事業活動の活
性化

新たなビジネスの創出

空き店舗等活用支援事業により、都市機能誘導区域での新たな創業を支援した。亀山駅前や
大型商業施設との回遊性を高め、にぎわいのある商業地域の形成を目指す。

商工関係団体や労働関係団体が様々な活動うため、財政的支援を行った。今後も、商工会議
所と連携した支援で、商工業団体の組織力や団体間の一層の連携強化を図る。

商工会議所と連携して小規模事業者へ経営支援を行った。亀山ブランドと観光を連動させてＰＲ
することで、生産者の生産・販売意欲を高め、地域活性化に繋げることができた。

創業セミナーや利子補給など、創業者支援メニューが有効活用された。創業者の負担軽減と経
営安定を継続して図り、にぎわいのある商業地域を形成していく。

今後の展開方針

創業セミナーや空き店舗等活用支援事業など、創業者等への制度の定着と有効活用が図られてきていることから、引き続き亀山商工会議
所と連携し、積極的に創業にかかる支援体制や相談体制の情報を発信し、創業意欲効果の向上につなげる。また、創業セミナーに参加され
た人からの意見や他市の先進事例も参考にしながら、創業にチャレンジできる環境づくりについて検討していく。一方、地域経済の活性化につ
いては、依然としてエネルギーなどの物価高騰が事業者に大きな影響を与えていることから、必要な対策を的確に講じていく。さらに、亀山ブ
ランドについては、ふるさと納税や観光プロモーションなど他の事業とも連動させながら、特産品の販路拡大や特産品の発掘から販路確保まで
を一貫して支援するとともに、事業者と一緒に市内外に向けて更なるＰＲに取り組んでいく。

総合評価
創業セミナーや空き店舗等活用支援事業など、創業者等への制度の定着と有効活用が図れてきたとともに、小規模
事業者等経営支援事業による個別の経営相談、創業資金利子補給制度や保証料補給制度の実施により、創業者の
負担軽減と経営の安定化を図るなど、にぎわいのある商業地域の形成や新たなビジネスの創出に向けて、概ね順調に
進んでいる。また、商工関係団体や労働関係団体への財政的支援を行うと同時に、商工会議所と連携した支援により
商工業団体の組織力や団体間の一層の連携強化を図るなど、多様な主体による一体的な商工業活性化の促進に向
けて取り組んだ。事業者の経営安定化と事業活動の活性化については、新型コロナウイルス感染症やエネルギーなど
の物価高騰による事業者への負担軽減や地域経済の循環を図るため、プレミアム付デジタル商品券事業やエネル
ギー価格高騰対策事業を実施した。特にプレミアム付デジタル商品券事業については、二次販売における販売方法の
不手際で混乱を招いたものの、デジタル化の推進及び地域経済の循環を図ることができた。さらに、亀山ブランドと観光
を連動させて市の特産品をＰＲすることで、生産者の生産・販売意欲を高め、産業振興と地域活性化につなげることが
できた。基本施策に設定する成果指標において、地域ブランドの認定件数や創業件数が目標を超えるペースであり、
総合的には基本施策が目指す姿に向けて順調に進めることができたと考える。

Ａ
順調に進んだ

4
重要度
満足度

3
重要度

市民アンケートの考察

1 日常の買い物がしやすい
重要度 1.39

満足度

―

令和５年度の市民アンケートの結果を踏まえて、
次年度に考察します。

満足度 0.22

2 外食や宴会等を行う場所が充実している
重要度 0.58
満足度 ▲ 1.01

項目
現状値
[R2]

１次
[R5]

２次
[R6]

創業件数 件 ー ー 11 12

地域ブランドの認定件数 品目 17 Ｒ３ 34 57

8

商工業団体等による商工業活性化に向け
た取組件数

件 ー ー 1

都市拠点における新規出店数 件 ー ー 2

4

指標 現状値
実績値

目標値
単位 R4 R5 R6 R7


